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れ
以
外
は
交
通
量
が
多
い
道
路
で
も
信
号
で
交
差

す
る
。
そ
し
て
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
と
い
う
新
交
通

シ
ス
テ
ム
が
空
港
、都
心
部
、リ
ッ
チ
モ
ン
ド
、ブ

ラ
ナ
リ
ー
、サ
ー
リ
ー
と
い
っ
た
郊
外
と
を
結
ん

で
い
る
。
１
９
８
５
年
に
最
初
の
路
線
が
開
業
す

る
の
だ
が
、こ
れ
は
日
本
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
ラ
イ
ト
レ

イ
ル
の
開
業
よ
り
一
年
早
い
。
都
心
部
に
は
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ル
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
モ
ー
ル
が
あ
る
。
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
７
５
０
m
の
区
間

を
週
日（
平
日
）、自
家
用
車
の
通
行
を
禁
止
し
、ト

ロ
リ
ー
バ
ス
と
バ
ス
の
み
が
通
れ
る
よ
う
に
し
て

い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
こ
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・

モ
ー
ル
は
１
９
６
８
年
に
計
画
さ
れ
て
い
た
高
速

道
路
が
住
民
の
反
対
に
よ
っ
て
白
紙
に
戻
っ
た
こ

と
を
契
機
に
つ
く
ら
れ
た
。
同
市
は
、都
心
は
自

動
車
で
は
な
く
、歩
行
者
主
体
に
し
よ
う
と
方
針

転
換
を
し
、歩
行
者
を
都
心
に
呼
び
込
む
た
め
に

こ
の
事
業
を
推
進
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、歩

道
を
12m
弱
に
ま
で
拡
幅
し
、街
路
樹
な
ど
を
植
え
、

街
路
灯
、ベ
ン
チ
、バ
ス
停
留
所
の
屋
根
な
ど
を
設

置
し
た
。
こ
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト・
モ
ー
ル
や
新
交
通

シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、人
び
と
は
都
心
部
に
自
動

車
を
利
用
せ
ず
に
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、都
心
部

に
は
高
密
度
な
ら
で
は

の
魅
力
あ
る
公
共
空
間

が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
象
徴
す
る
の
は

ロ
ブ
ソ
ン
・
ス
ク
エ
ア

で
あ
ろ
う
。

　

都
心
部
に
あ
る
12
ha

の
裁
判
所
、美
術
館
、そ

し
て
公
共
空
間
か
ら
構

成
さ
れ
る
ロ
ブ
ソ
ン
・

ス
ク
エ
ア
は
、そ
も
そ
も
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
最
も

高
い
ビ
ル
が
建
つ
予
定
の
土
地
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、建
設
が
始
ま
る
直
前
の
政
権
交
代
に
よ
っ
て

そ
れ
が
白
紙
に
戻
さ
れ
、カ
ナ
ダ
を
代
表
す
る
建

築
家
ア
ー
サ
ー
・
エ
リ
ク
ソ
ン
に
よ
っ
て
、よ
り
人

間
中
心
の
空
間
と
し
て
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
セ
プ
ト
は「
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
の
森
」と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
低
層
で

贅
沢
な
空
間
が
、都
心
部
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
こ

と
が
、こ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
と
い
う
都
市
の
ア
メ

ニ
テ
ィ
を
高
め
、そ
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
理
念
を

具
体
化
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
ア
ー
バ
ニ

テ
ィ
に
豊
饒
さ
を
加
味
し
て
い
る
の
が
、世
界
か

ら
人
々
を
誘
引
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
市
民
の
多

様
性
で
あ
る
。
都
市
の
歴
史
が
極
め
て
新
し
い

と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、白
人
層
は
48
％
と
多
数

で
は
あ
る
が
半
数
に
届
か
ず
、中
国
系
が
28
％
存

在
し
、フ
ィ
リ
ピ
ン
系
、イ
ン
ド
系
な
ど
を
加
え

る
と
約
４
割
近
く
に
な
る
。
た
だ
、ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
都
市
と
違
っ
て
ア
フ
リ
カ
系
は
少
な
い
。

２
０
１
６
年
時
点
で
人
口
の
44
％
の
母
国
語
が
公

用
語
と
異
な
る
な
ど
、移
民
の
割
合
が
多
い
の
も

特
徴
で
あ
る
。

　

日
本
の
多
く
の
都
市
の
よ
う
な
歴
史
の
積
み
重

ね
も
な
く
、そ
う
い
う
点
で
ま
だ
若
者
の
よ
う
な

活
力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
し
て
い
る
が
、人
間
と

環
境
の
共
存
と
い
う
し
っ
か
り
と
し
た
都
市
政
策

の
指
針
の
も
と
、コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
な
多
様
性

に
よ
っ
て
、そ
の
将
来
展
望
は
極
め
て
明
る
い
も

の
が
あ
る
都
市
で
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
羨
ま
し
い
。
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も
ち
ろ
ん
、人
口
密
度
が
高
い
と
い
う
の
は

ア
ー
バ
ニ
テ
ィ
の
魅
力
を
つ
く
り
だ
す
必
要
条
件

で
あ
っ
て
十
分
条
件
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、し
っ

か
り
と
し
た
都
市
デ
ザ
イ
ン
的
な
思
想
と
そ
の
空

間
的
な
具
体
化
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
思

想
を
バ
ン
ク
ー
バ
ー
は「
バ
ン
ク
ー
バ
リ
ズ
ム
」と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
表
し
て
い
る
。

　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
そ

の
解
説
が
あ
る
が
、そ
れ
は「
自
然
に
対
し
て
の
深

い
敬
意
と
、都
市
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
多
忙
な
生

活
へ
の
情
熱
と
が
共
存
し
た
都
市
生
活
」で
あ
り
、

「
密
度
を
高
く
す
る
高
層
な
長
細
い
ビ
ル
と
光
、空

気
、眺
望
を
確
保
す
る
た
め
の
低
層
な
建
物
」と
か

ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
、そ
れ
ら
は「
公
園
、歩

き
や
す
い
街
路
、公
共
空
間
、持
続
可
能
性
を
意
識

し
た
交
通
体
系
」に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
る
。

道
路
規
制
に
よ
っ
て
歩
け
る
ま
ち
に

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
成
長
都
市

　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
を
歩
く
と
、高
速
道
路
が
都

心
部
に
一
切
、走
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
正

確
に
は
市
の
東
部
の
バ
ー
ナ
ビ
ー
市
と
の
境
を
カ

ナ
ダ
大
陸
横
断
高
速
道
路
が
走
っ
て
い
る
が
、そ

都心からグランヴィル・ストリート橋を渡ると麓に大規模なショッ
ピング地区がある。ここは、グランヴィル・アイランドと呼ばれ、
年間1000万人ぐらいを集客するが、その8割が地元住民であ
る。歴史的建築物をうまく活用した再利用手法は、港湾都市と
してのバンクーバーのアイデンティティを次世代に継承するこ
とにも貢献している

服部圭郎 （はっとり   けいろう）
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江
戸
の
多
様
性
を
承
継
す
る
八
重
洲
・

日
本
橋
・
京
橋

　

東
京
駅
の
東
側
に
広
が
る
八
重
洲
・
日

本
橋
・
京
橋
エ
リ
ア※

１

（
図
以
下
、八は

ち

日に
ち

京き
ょ
うエ

リ
ア
）
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
か
ら
交
通

の
要
衝
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
の

集
積
地
だ
っ
た
。
江
戸
と
各
地
を
結
ぶ
五

街
道
は
日
本
橋
を
起
点
と
し
、
全
国
の
情

報
が
日
本
橋
に
集
ま
っ
て
き
た
。
江
戸
時

代
の
輸
送
は
、
水
運
が
主
だ
。
日
本
橋
川
、

京
橋
川※

２

、
楓
川※

３

に
囲
ま
れ
、
水
運
の
要
衝

東京駅に接する八重洲・日本橋・京橋は、江戸
時代から多様性とイノベーションのまちだ。こ
のまちはいま、多様性を涵養し、最先端であり
ながらも親しみのあるまち、イノベーションを
起こすまちに生まれ変わろうとしている。八
重洲・日本橋・京橋のまちづくりにフォーカス
する。

フ ォ ー カ ス
まちづくりの多様性とイノベーションの

まちをつくる

八日京エリアに面した東京駅八重洲口

八重洲・日本橋・京橋エリア（八日京エリア）
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も
含
め
る
と
本
社
を
置
く
企
業
も
３
０
０

社
近
く
あ
り
、
八
日
京
は
多
様
性
の
あ
る

オ
フ
ィ
ス
街
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
東

京
駅
と
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
抱
え
る
八
日

京
エ
リ
ア
は
、
地
方
銀
行
や
地
方
大
学
を

東
京
支
店
、
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
な
ど
の
形
で
呼
び
寄
せ
て
い
る
。
ホ
テ

ル
も
多
い
。
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、飲
食
店
、ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
美
術
館
、
ホ
テ
ル
、
八
日
京
は

都
市
の
多
様
性
を
維
持
し
て
き
た
。

　

一
方
で
、
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
課

題
も
生
じ
て
い
た
。
八
日
京
エ
リ
ア
の
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
は
旧
耐
震
基
準
の
中
規
模
ビ

ル
が
多
く
、
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
築

40
年
を
超
え
る
も
の
が
目
立
っ
て
き
た
こ

と
だ
。
高
経
年
の
ビ
ル
は
新
し
い
ニ
ー
ズ

に
応
え
に
く
く
な
る
。
市
場
競
争
力
を
失
っ

た
ビ
ル
が
増
加
す
れ
ば
、
八
日
京
エ
リ
ア

全
体
の
魅
力
が
薄
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
も

あ
っ
た
。

　
ま
ち
の
多
様
性
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

興
隆
す
る

　

八
日
京
エ
リ
ア
の
市
場
競
争
力
の
強
化
、

ま
ち
の
魅
力
の
増
進
に
動
い
た
の
は
八
日

京
エ
リ
ア
を
本
拠
と
す
る
不
動
産
会
社
、

と
な
っ
て
い
た
八
日
京
エ
リ
ア
に
は
、
全

国
か
ら
木
材
、
竹
材
、
イ
グ
サ
と
い
っ
た

資
材
と
、
そ
れ
を
加
工
す
る
多
様
な
職
人
・

商
人
が
住
ん
だ
。

　

も
と
も
と
徳
川
家
康
が
江
戸
城
を
築
城

し
た
頃
、
現
在
の
八
日
京
エ
リ
ア
は
江
戸

湾
に
接
し
て
い
た
。
江
戸
城
築
城
の
た
め

の
木
材
は
、
楓
川
河
岸
で
陸
揚
げ
さ
れ
、

大
鋸
職
人
が
切
り
出
し
、
大
工
が
建
材
と

し
た
。
大
工
や
大
鋸
職
人
、
竹
商
人
、
檜

物
、
甲
冑
、
鞘
、
鞍
（
あ
ぶ
み
、
轡
）、
染

物
、
桶
、
押
し
箔
、
畳
、
な
ど
の
建
材
、

武
具
、
家
具
の
職
人
た
ち
は
八
日
京
エ
リ

ア
に
居
住
し
続
け
た
。
ま
た
、
江
戸
城
内
、

江
戸
町
民
が
消
費
す
る
鮮
魚
や
野
菜
も
こ

こ
に
集
積
し
た
。
京
橋
に
は
大
根
河
岸
（
野

菜
市
場
）、
日
本
橋
は
魚
河
岸
が
設
け
ら
れ

た
。
江
戸
城
下
の
食
の
職
人
（
す
し
、そ
ば
、

う
な
ぎ
な
ど
）
も
八
日
京
エ
リ
ア
に
住
ん

だ
。
京
橋
に
は
、
江
戸
城
の
絵
師
の
狩
野

派
も
屋
敷
を
持
っ
た
。
日
本
橋
に
は
版
木

職
人
が
集
ま
っ
た
と
見
ら
れ
、
版
木
職
人

と
縁
深
い
浮
世
絵
の
歌
川
広
重
は
京
橋
で

晩
年
を
過
ご
し
た
。
京
橋
は
江
戸
歌
舞
伎

発
祥
（
猿
若
座
、
の
ち
の
中
村
座
）
の
地

で
も
あ
っ
た
。

　

輸
送
の
歴
史
は
人
足
、
牛
馬
、
水
運
に

始
ま
り
、
近
代
の
鉄
道
、
現
代
の
自
動
車

に
移
り
変
わ
っ
た
が
、
八
日
京
エ
リ
ア
は

交
通
の
要
衝
で
あ
り
続
け
た
。
明
治
時
代

に
東
京
駅
が
開
業
し
、
戦
後
の
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
は
八
重
洲
に
高
速

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
で
き
た
た
め
だ
。
全

国
か
ら
人
と
情
報
が
集
積
し
、
八
日
京

エ
リ
ア
は
多
様
性
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
育
み
続
け
た
。
大
正
時
代
、
京
橋
に
は

後
の
日
活
と
な
る
映
画
館
が
誕
生
し
た
。

１
９
５
０
年
代
に
は
京
都
と
東
京
の
映
画

製
作
会
社
、
大
映
と
東
映
が
京
橋
に
本
社

を
置
い
た
。
昭
和
初
期
か
ら
新
橋
、
大
手

町
・
丸
の
内
に
多
く
の
企
業
が
本
社
を
構

え
た
が
、
そ
の
会
社
の
応
接
室
に
置
く
絵

画
や
器
を
商
う
た
め
、
馬
具
職
人
な
ど
を

ル
ー
ツ
と
す
る
陶
器
商
や
画
商
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
も
京
橋
に
集
積
し
た
。
現
在
は
、
青

山
や
銀
座
を
し
の
ぐ
ほ
ど
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

集
積
地
と
な
り
、「
京
橋
骨
董
通
り
」
と
の

愛
称
を
持
つ
ほ
ど
だ
。
食
文
化
も
残
っ
た
。

１
９
３
５
年
に
築
地
市
場
が
で
き
る
ま
で
、

大
根
河
岸
は
東
京
の
青
果
市
場
の
中
心
で

あ
り
続
け
た
た
め
、
料
亭
が
残
っ
た
だ
け

で
な
く
、
周
辺
に
は
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
が
誕
生
し
た
。
ジ
ャ
ム
で
有
名
な
明
治

屋
も
創
業
は
京
橋
だ
。

　

八
日
京
エ
リ
ア
を
創
業
や
中
興
の
地
と

す
る
大
企
業
も
多
い
。
食
と
関
わ
り
の
深

い
味
の
素
や
明
治
製
菓
、
建
設
業
の
清
水

建
設
な
ど
は
、
戦
前
か
ら
京
橋
を
本
拠
と

し
て
き
た
。
福
岡
で
創
業
し
た
ブ
リ
ヂ
ス

ト
ン
も
１
９
５
１
年
に
京
橋
に
本
社
を
置

い
て
以
来
、
美
術
館
を
開
業
し
、
八
日
京

エ
リ
ア
の
芸
術
文
化
に
花
を
添
え
て
い
る
。

　

八
日
京
エ
リ
ア
に
本
拠
を
置
く
上
場
企

業
は
１
０
０
社
を
超
え
る
。
未
上
場
企
業

※
１
八
日
京
エ
リ
ア
の
日
本
橋
は
日
本
橋
川
の
右
岸
、
日

本
橋
一
丁
目
、
二
丁
目
、
三
丁
目

※
２
京
橋
川
：
現
在
の
首
都
高
速
西
銀
座
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
か
ら
京
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
付
近
ま
で
を
東
西
に

繋
ぐ
川

※
３
楓
川
：
現
在
の
首
都
高
速
江
戸
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

か
ら
京
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
付
近
ま
で
を
南
北
を
繋

ぐ
川　

い
ず
れ
も
埋
め
立
て
ら
れ
た

歌川広重が描いた京橋の竹河岸　左後ろには竹が立てかけてある
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東
京
建
物
だ
。
東
京
建
物
は
、
安
田
財
閥

の
創
始
者
・
安
田
善
次
郎
が
１
８
９
６
年
、

明
治
29
年
に
現
在
の
中
央
区
八
重
洲
一
丁

目
の
呉
服
橋
付
近
に
設
立
し
た
。
東
京
の

市
街
化
の
進
展
を
見
た
安
田
翁
が
設
立
し

た
東
京
建
物
は
、
近
年
は
旨
と
す
る
「
進

取
の
精
神
」
に
則
り
、
自
然
林
を
整
備
し

た
大
手
町
で
の
再
開
発
や
、
豊
島
区
と
官

民
連
携
で
区
庁
舎
整
備
や
ホ
ー
ル
整
備
な

ど
を
手
掛
け
て
い
る
。
そ
の
東
京
建
物
が
、

八
日
京
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
で
意
識
す

る
の
は
、
都
市
の
多
様
性
を
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
だ
。
東
京
建
物
都
市
開
発
事
業

部
事
業
推
進
グ
ル
ー
プ
課
長
の
沢
俊
和
氏

は
、「
八
日
京
エ
リ
ア
で
は
江
戸
時
代
か

ら
山
王
祭
り
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
当
社

も
お
祭
り
の
神
輿
を
担
が
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
ほ
ど
互
い
の
顔
が
見
え
る
ま
ち
に

な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
企
業
や
オ

フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く
、
実
際
に

八
日
京
エ
リ
ア
で
住
ん
で
い
る
人
、
食
や

ア
ー
ト
に
関
連
す
る
方
々
な
ど
様
々
な
人

た
ち
の
顔
が
見
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
意
識
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
多
様

性
を
育
む
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
整
備
を
両

輪
で
進
め
て
い
る
。
多
様
性
を
育
む
こ
と

が
ひ
い
て
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る

か
ら
だ
」
と
話
す
。

　

都
市
の
多
様
性—

多
様
な
企
業
が
集
積

す
る
こ
と
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が

る
、
と
は
１
９
６
９
年
に
都
市
経
済
学
者

ジ
ェ
ー
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
が
指
摘
し
た

「
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
効
果
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

だ
。
ま
た
、
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
に
影
響
を
受

け
た
都
市
経
済
学
者
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ

ロ
リ
ダ
も
２
０
０
２
年
の
著
書
『
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
資
本
論
』
の
中
で
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
牽
引
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

ク
ラ
ス
の
人
材
は
、
そ
の
土
地
に
根
ざ
し

た
文
化
を
好
む
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
。

　

東
京
建
物
は
、
八
日
京
に
根
ざ
し
た
文

化
と
、
都
市
の
多
様
性
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
べ
く
、
①
～
⑤
の
よ
う
な
拠
点
を
設

け
て
い
る—

①C
ity Lab T

O
K

Y
O

②

xB
ridge-T

okyo

③K
itchen Studio 

シェアキッチンスペース「Kitchen Studio SUIBA」

※①City Lab TOKYO②xBridge-Tokyo③Kitchen Studio SUIBA④TOKYO FOOD LAB⑤TOKYO IDEA EXCHANGE
　八重洲プロジェクト、呉服橋プロジェクトの位置図

SU
IB

A
④T

O
K

Y
O

 F
O

O
D

 L
A

B

⑤T
O

K
Y

O
 ID

EA
 E

X
C

H
A

N
G

E

を

展
開
し
て
い
る
。
①
は
、
２
０
１
８
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
京
橋
３
丁
目
の
東
京
ス
ク

エ
ア
ガ
ー
デ
ン
6
階
に
立
地
す
る
持
続
可

能
な
都
市
づ
く
り
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
だ
。
都
市
と
環
境
に

関
連
し
た
知
見
の
提
供
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
支
援
機
能
を

持
つ
。
約
３
０
０
㎡
の
ス
ペ
ー
ス
に
会
議



NO.120

 

 

15

 

 

室
や
サ
ロ
ン
、
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
を
備

え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
精
力
的
に
オ
ン
ラ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
き
た
。
②

は
、
２
０
１
８
年
に
開
業
し
た
、
東
京
建

物
本
社
ビ
ル
内
に
立
地
し
て
い
た
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
集
積
拠
点
だ
。
開
業
以
来
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
23
社
が
入
居
し
た
施

設
と
な
っ
た
。
入
居
企
業
は
、
医
療
、
金

融
、
Ａ
Ｉ
、
広
告
、
人
材
、
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
、

そ
し
て
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
な
ど
だ
。

２
０
２
１
年
の
東
京
建
物
本
社
ビ
ル
の
再

開
発
の
着
工
を
前
にxBridge-T

okyo

は

２
０
２
０
年
に
同
エ
リ
ア
内
に
移
転
し
て

い
る
。
同
拠
点
を
卒
業
し
た
入
居
企
業
は
、

う
ち
約
7
割
が
八
日
京
エ
リ
ア
を
含
む
東

東
京
エ
リ
ア
に
本
拠
を
置
く
地
元
企
業
と

な
っ
て
い
る
。
更
に
「xBridge-T

okyo 
N

ext

」
を
２
０
２
０
年
4
月
に
京
橋
に
開

業
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
向
け
の
什
器
付

き
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
展
開
を
始
め
て
い
る
。

③
、
④
は
い
ず
れ
も
京
橋
エ
リ
ア
の
食
を

意
識
し
た
施
設
だ
。
③
は
、
２
０
１
９
年

に
京
橋
1
丁
目
の
通
り
沿
い
に
オ
ー
プ
ン

し
た
1
階
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
シ
ェ
ア

キ
ッ
チ
ン
ス
ペ
ー
ス
だ
。
２
階
建
て
床
面

積
計
約
80
㎡
と
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
イ
ズ
を

意
識
し
た
同
ス
ペ
ー
ス
で
は
食
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
開
催
し
て
き
た
。

④
は
、
２
０
１
９
年
に
食
に
関
わ
る
社
会

課
題
解
決
の
た
め
の
具
体
的
な
実
証
実
験
・

社
会
実
装
の
場
と
し
て
京
橋
３
丁
目
に
開

設
し
た
人
工
植
物
工
場
「PLA

N
T

O
RY

tokyo

」
と
食
に
関
す
る
知
見
を
共
有
・
体

験
で
き
る
拠
点
「
U
」
か
ら
構
成
さ
れ
る

床
面
積
約
１
８
０
㎡
の
複
合
施
設
だ
。
そ

し
て
⑤
は
、
２
０
２
０
年
に
京
橋
3
丁
目

に
オ
ー
プ
ン
し
た
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ

る
も
の
づ
く
り
の
場
だ
。
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
に
よ
る
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
・
東
京
メ
イ
カ
ー
と
共

同
で
運
営
す
る
同
施
設
は
、「
モ
ノ
を
作
っ

て
欲
し
い
が
ど
こ
に
頼
め
ば
良
い
か
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
企
業
、
個
人
の
交
流
拠

点
だ
。
既
に
慶
應
義
塾
大
学
病
院
な
ど
と

共
に
、
医
療
関
係
者
向
け
の
「
超
軽
量
飛

沫
感
染
防
止
Ｂ
Ｏ
Ｘ
型
シ
ー
ル
ド
」
を
開

発
、
市
場
販
売
に
漕
ぎ
着
け
て
い
る
。
こ

れ
ら
５
施
設
は
、
ハ
ー
ド
の
規
模
と
し
て

は
決
し
て
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
一
方

で
、
各
業
界
に
と
っ
て
の
存
在
感
は
大
き

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
求
心
力
の
あ
る

「
顔
」
が
あ
る
か
ら
だ
。
例
え
ば
、
②
は
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
業
界
で
は
高
い
知
名
度
を

誇
る
のX

T
ech

代
表
・
西
條
晋
一
氏
と
の

共
同
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
、

④
は
、
世
界
最
先
端
の
植
物
工
場
で
国
内

外
か
ら
注
目
を
集
め
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・

プ
ラ
ン
テ
ッ
ク
ス
や
、
飲
食
業
界
で
の
知

名
度
の
高
い
ケ
イ
オ
ス
代
表
の
澤
田
充
氏

や
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
一
ツ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
の

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
、
辻
調
理
専
門
学
校
な

ど
が
協
働
し
て
お
り
、
新
し
い
食
の
生
産

方
式
の
取
組
み
や
新
し
い
調
理
法
な
ど
の

開
発
に
現
実
味
を
持
た
せ
て
い
る
。
沢
氏

呉服橋プロジェクト 八重洲プロジェクト
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は
、
５
施
設
を
整
備
し
た
効
果
に
つ
い
て
、

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
集
積
拠
点
を
整
備
し
た

こ
と
で
八
日
京
エ
リ
ア
の
企
業
の
多
様
性

を
育
め
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
食

に
関
す
る
施
設
を
整
備
し
た
こ
と
で
、
食

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
東
京
建
物
が
ゲ
ス

ト
と
し
て
招
待
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
た
。

八
日
京
エ
リ
ア
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
集
積
地

で
あ
り
、
食
に
関
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
拠
点
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
広
め
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
う
」
と
話
す
。

　

環
境
や
食
、
モ
ノ
づ
く
り
と
い
っ
た
多

様
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
企
業

が
集
積
す
れ
ば
、
八
日
京
エ
リ
ア
の
魅
力

「
多
様
性
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
は
増
進

す
る
。
八
日
京
エ
リ
ア
の
魅
力
を
さ
ら
に

後
押
し
す
る
の
は
、
東
京
建
物
が
参
画
す

る
大
規
模
な
２
つ
の
再
開
発
だ
。
１
つ
は
、

東
京
建
物
が
１
９
２
９
年
に
竣
工
さ
せ
た

東
京
建
物
ビ
ル
ヂ
ン
グ
（
旧
東
京
建
物
本

社
ビ
ル
）
の
再
開
発
「
東
京
駅
前
八
重
洲

一
丁
目
東
B
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発

事
業
」（
八
重
洲
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）。
も
う

1
つ
は
、
安
田
善
次
郎
翁
が
東
京
建
物
を

創
業
し
た
呉
服
橋
に
立
地
す
る
ビ
ル
「
新

呉
服
橋
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
の
再
開
発
「
八

重
洲
一
丁
目
北
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
」

（
呉
服
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
だ
。

顔
の
見
え
る
先
進
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、

歴
史
に
鑑
み
た
水
辺
空
間
整
備

　

八
重
洲
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
京
駅
八

重
洲
口
至
近
、
八
重
洲
中
央
口
交
差
点
に

面
し
て
立
地
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規

模
は
敷
地
面
積
が
約
１
万
６
０
０
㎡
、
建

物
は
地
下
４
階
地
上
50
階
建
て
で
延
床
面

積
約
22
万
５
２
０
０
㎡
の
事
務
所
、
店
舗
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、

医
療
施
設
等
の
複
合
ビ
ル
と
な
る
。
竣
工

は
２
０
２
５
年
度
の
予
定
だ
。
八
重
洲
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
色
は
、
①
東
京
駅
前
の

交
通
結
節
機
能
の
強
化
②
国
際
競
争
力
を

高
め
る
都
市
機
能
の
導
入
と
賑
わ
い
の
創

出
だ
。

　

①
は
、
国
際
空
港
や
地
方
都
市
を
結
ぶ

大
規
模
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
東
京
駅
と
周
辺
市
街
地
等
を
結

ぶ
地
上
・
地
下
の
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
整
備
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
地
上
の
混
雑

を
緩
和
し
歩
行
者
環
境
を
改
善
す
る
。
②

は
、
日
本
橋
（
日
本
橋
本
町
な
ど
日
本
橋

川
左
岸
側
）
の
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
ビ
ジ

ネ
ス
拠
点
と
連
携
し
た
交
流
施
設
等
を
整

備
し
、
高
度
医
療
施
設
と
連
携
し
た
初
期

医
療
施
設
を
整
備
す
る
と
い
う
も
の
。
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
で
き
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
施
設
を
整
備

し
賑
わ
い
を
創
出
す
る
。
沢
氏
は
、「
八
重

洲
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
交
通
の
要
衝
と
な
る

八
日
京
エ
リ
ア
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い

機
能
と
、
東
京
全
体
の
更
な
る
賑
わ
い
の

創
出
、
国
際
競
争
力
の
向
上
を
目
指
し
、

ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
を
支
援
す
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
を
牽
引
し
て
い
く
」

と
説
明
す
る
。

　

呉
服
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
京
駅
日

本
橋
口
至
近
、
地
下
鉄
日
本
橋
駅
に
直
結

し
呉
服
橋
交
差
点
に
面
し
た
日
本
橋
川
沿

い
に
立
地
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規
模

は
敷
地
面
積
が
約
９
２
６
０
㎡
、
建
物
は

高
層
の
南
街
区
が
地
下
5
階
地
上
45
階
建

て
で
延
床
面
積
約
18
万
５
０
０
㎡
の
事
務

所
、
店
舗
、
宿
泊
施
設
、
駐
車
場
等
の
複

合
ビ
ル
と
な
る
。
日
本
橋
川
沿
い
の
北
街

区
は
地
下
１
階
地
上
２
階
建
、
店
舗
が
入

居
す
る
約
１
０
０
０
㎡
の
低
層
ビ
ル
と
な

る
。
竣
工
は
南
街
区
が
２
０
３
０
年
度
、

北
街
区
が
２
０
３
５
年
度
の
予
定
だ
。
呉

服
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
色
は
、
①
日
本

橋
川
沿
い
の
連
続
的
な
水
辺
空
間
と
歩
行

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
②
国
際
金
融
・

都
心
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ 

を
支
え
る
高
度
金
融
人

材
サ
ポ
ー
ト
施
設
③
エ
リ
ア
全
体
で
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
効
率
化
促
進
の
3
つ
だ
。

　

①
は
、
日
本
橋
川
沿
い
に
魚
河
岸
（
西

河
岸
）
が
あ
っ
た
歴
史
を
鑑
み
、
首
都
高

地
下
化
の
実
現
に
向
け
た
各
種
協
力
の
実

施
に
加
え
、
川
沿
い
に
広
場
空
間
を
整
備
。

東
京
駅
・
大
手
町
駅
・
日
本
橋
駅
を
接
続

す
る
地
下
通
路
の
一
部
を
整
備
し
、
地
下

歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
強
化
す
る
。
②

は
、
東
京
駅
周
辺
で
働
く
・
訪
れ
る
高
度

金
融
人
材
に
対
し
、
商
談
や
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
、
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で

利
用
・
滞
在
で
き
る
施
設
を
整
備
す
る
。

そ
し
て
③
は
、
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
（
熱
電
併
給
シ
ス
テ
ム
）、
非
常
用

発
電
機
を
導
入
し
、
こ
れ
ら
の
排
熱
を
利

用
す
る
高
効
率
の
地
域
冷
暖
房
プ
ラ
ン
ト

を
整
備
し
て
八
重
洲
・
日
本
橋
の
エ
リ
ア

全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
利
用
を
目
指
す

と
い
う
も
の
だ
。
沢
氏
は
、「
呉
服
橋
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
八
日
京
エ
リ
ア
と
の
距
離

感
の
近
い
、
ま
ち
に
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
生
む
場
が
創
出
で
き
る
ビ
ル
を
目

指
す
」
と
い
う
。

　

八
重
洲
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
呉
服
橋
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
八
日
京
エ
リ
ア
に
新
た
な

多
様
性
を
創
出
し
、
東
京
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
興
隆
す
る
。
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不動産協会の活動記録

令和3年度事業計画
不動産協会は、3月12日に開催した理事会において「令和3年度の事業計画」を決定しました。

活動の概要は以下の通りです。
（事業計画の全文は協会HP 「http://www.fdk.or.jp/f_newsrelease/pdf/jigyoukeikaku_210312.pdf」）

でご覧いただくことができます。

Ⅰ．政策活動
 １．アフターコロナを見据えた都市再生の加速
  （1）都市再生の推進　　
  （2）ストックの開発・更新・利活用
  （3）社会的要請への対応
 ２．未来志向の豊かな生活の実現
  （1）住宅ストック・産業の視点
  （2）社会環境変化の視点
３．税制改正に関する取組み
  （1）住宅税制の見直しへの対応
  （2）土地固定資産税への対応
  （3）期限切れ項目等への対応
４．社会・環境への取組み
  （1）「脱炭素社会実現」への積極的な対応
  （2）再エネ・省エネ利用導入の牽引・整備
  （3）ZEB・ZEHの導入拡充
  （4）外部認証制度への反映適正化

 ５．不動産業の事業環境整備
  （1）不動産業の国際化への対応
  （2）不動産事業推進に必要な環境整備
  （3）会計基準の国際化への対応
  （4）コンプライアンスに関する取組み

Ⅱ．調査研究活動
  １．不動産事業環境に関する調査研究
 ２．税制改正に関する調査研究
 ３．SDGs推進に資する調査研究
 ４．不動産市場の動向に関する調査研究

Ⅲ．事業委員会活動
  （1）政策情報等会員の事業に資する
　　   情報の迅速な提供
  （2）各事業の市場動向等に関する
         セミナー等の実施
  （3）プロジェクトの見学会の実施
  （4）事業環境の整備に必要な取組み

Ⅳ．広報活動
Ⅴ．会員活動
Ⅵ.社会貢献活動
Ⅶ．月例会・研修事業
Ⅷ．地域支部活動
Ⅸ．他団体との連携
Ⅹ．国際交流活動



例年、多くの人を集める

千鳥ヶ淵の桜。　　

沿道から眺めるお濠との対比が美しい。

今年は残念ながらライトアップは中止され、

ボート漕ぎも制限された。

コロナ禍の終息が待たれる。


